阿波徳島藩の地図作製

1800年代に遡る上勝町の地図は、長年にわたってこの地域の配置がほとんど変わっていないこと、また、今でも十九世紀の景観がどのようなものであったかを味わわせてくれるものであることを示しています。

1797年から1845年の間、測量家の岡崎三蔵と、後にはその息子の夫左衛門が、阿波徳島藩の領土の地図を1:1800の縮尺で作成しました。この詳細な地図は、農場、家屋、神社、道路、河川などが示されており、誤差は約三～五％と、その時代にしては驚くほど正確なものでした。岡崎父子は、磁気コンパスや、下げ振り、間竿、間縄など、当時の最先端測量技術を用いていました。第二次世界大戦中の損害のため、現在はこれらの地図の30％程度しか残っていませんが、八重地、田野々、樫原、久保-野尻、瀬津、そして福原などの地図は生き残っています。現在残っている棚田の地形は、これらの地図に示されているものと類似しており、これらの棚田に大きな文化遺産としての価値を与えています。



